
1 

第２期浜松市総合戦略の基本方針について 

１ 現「浜松市“やらまいか”総合戦略」の基本目標 

Ⅰ 若者がチャレンジできるまち 

Ⅱ 子育て世代を全力で応援するまち 

Ⅲ 持続可能で創造性あふれるまち 

２ 国のまち・ひと・しごと創生基本方針2019（令和元年6月21日閣議決定） 

（１）全体の枠組 

・地方創生は、中長期の人口の推移など、次の世代やその次の世代の危機感を共有し、人口

減少に歯止めをかけて、それぞれの地域に活力を取り戻していくための息の長い政策であ

る。 

・第１期で根付いた地方創生の意識や取組を2020年度以降にも継続し、「継続を力にする」

という姿勢で、次のステップに向けて歩みを確かなものとする。このため、「長期ビジョ

ン」の下に今後５年間の基本目標や施策を「総合戦略」に掲げて実行する現行の枠組を引

き続き維持し、第２期「総合戦略」を策定し、地方創生のより一層の充実・強化に取り組

んでいく。 

（２）４つの基本目標 

１ 地方にしごとをつくり、安心して働けるようにする 

２ 地方への新しいひとの流れをつくる 

３ 若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる 

４ 時代に合った地域をつくり、安心なくらしを守るとともに、地域と地域を連携する 

・現行の４つの基本目標については基本的に維持しつつ、「第２期における新たな視点」も

踏まえ、必要な見直しを行う。 

・特に、現時点では効果が十分に発現するまでに至っていない「地方への新しいひとの流れ

をつくる」及び「若い世代の結婚・出産・子育ての希望をかなえる」について、その取組

の強化を行う。 

（３）第２期における新たな視点 

①地方へのひと・資金の流れを強化する 

・地域課題の解決や将来的な地方移住にもつながる「関係人口」の創出・拡大。 

・企業や個人による地方への寄附・投資等を用いた地方への資金の流れを強化。 

②新しい時代の流れを力にする 

・情報通信技術などSociety5.0の実現に向けた技術の活用。 

・SDGsを原動力とした地方創生の推進。 

・「地方から世界へ」という観点を持ち、地方創生を実現。 
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③人材を育て活かす 

・地方創生の基盤をなす人材に焦点を当て、掘り起こしや育成、活躍を支援。 

④民間と協働する 

・地方公共団体に加え、NPOなどの地域づくりを担う組織や企業と連携。 

⑤誰もが活躍できる地域社会をつくる 

・女性、高齢者、障害者、外国人など誰もが居場所と役割を持ち、活躍できる地域社会を実

現。 

⑥地域経営の視点で取り組む 

・地域の経済社会構造全体を俯瞰して地域をマネジメント。 

３ 第２期「浜松市総合戦略」策定の基本方針 

①第１期「浜松市総合戦略」における基本目標・数値目標の継続、施策の継続、強化 

②基本目標は基本的に維持しつつ、基本的方向と施策体系に新たな視点を導入 

・将来的な移住にもつながる「関係人口」の拡大、創出 

・Society5.0の実現に向けた技術の活用 

・SDGsを原動力にした地方創生の推進 

・誰もが活躍できる地域社会の実現 
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第１期浜松市“やらまいか”総合戦略の取り組み 

◎新たな視点の取り組み 

・「関係人口」の創出、拡大 

・Society5.0 の実現に向けた技術の活用

・SDGs を原動力とした地方創生の推進 

・誰もが活躍できる地域社会の実現 


